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金沢大学学際科学実験センター

長 村 雄 一 郎

本研修は，平成 18年 11月１日（木），２日（金）に
名古屋大学野依記念学術交流館をメイン会場として全
国の国立大学，私立大学，大学共同利用機関の教職員
から応募があった中から 40名の参加のもとに開催さ
れた。今年のメインテーマは「Ｘ線発生装置の構造と
Ｘ線線量測定」と「低エネルギーβ線核種 14Cと 35Sの
識別測定法」で，以下のスケジュールで実施された。

「放射性同位元素等の規制に係わる最近の動向」と
して放射線規制室の宮田仁放射線検査管理官から，
次の話があった。
a 法令改正から１年を経過して新たな枠組みでの
事例と問題点として，下限数量以下の RIの管理区
域外使用では，事業所境界を共有する事業所につ

A11月１日（水）
８時 30分 受付
９時 00分 開講式（野依記念学術交流館）
挨拶：平野眞一名古屋大学総長
９時 05分 研修スケジュール説明
竹島一仁（名古屋大学）
９時 15分 特別講演
宮田 仁（文部科学省放射線規制室）
司会：馬場 譲（東北大学）

10時15分 講義Ⅰ
「Ｘ線装置の構造とＸ線線量測定」
柴田理尋（名古屋大学）

10時50分 休憩
11時00分 講義Ⅱ
「GM計数管を用いる低エネルギーβ線核種

14Cと 35Sの識別測定法」
古田悦子（お茶の水女子大学）

11時45分 写真撮影
11時55分 昼休み
13時00分 実習実施要領の説明
竹島一仁・柴田理尋・安達興一（名古屋大学）

13時50分 移動
14時10分 実習
実習Ⅰ：「Ｘ線測定及び安全取扱実習」
柴田理尋他

実習Ⅱ：「GM計数装置による 14Cと 35S模擬
汚染源の核種識別と汚染評価」
竹島一仁他
見学：「高機能型グローブボックス」
安達興一他

17時10分 第１日目終了

A11月２日（木）
９時 00分 実習
実習Ⅰ：「Ｘ線測定及び安全取扱実習」
柴田理尋他
実習Ⅱ：「GM計数装置による 14Cと 35S模擬
汚染源の核種識別と汚染評価」
竹島一仁他
見学：「高機能型グローブボックス」
安達興一他

12時00分 昼休み
13時20分 実習結果の整理と発表準備
14時35分 休憩
14時45分 実習結果発表会
司会：斉藤 直（大阪大学）

15時45分 総合討論
司会：巻出義紘（東京大学）

16時45分 閉講式
17時00分 講習会終了

表 スケジュール
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いてはどの事業所に帰属するかということも含め
た管理が必要となるので，見直しを行い，事業所
境界を独立したものとしないと管理区域外使用を
認めないこととした。

s 予防規程については，他施設のものを参考にし
て当該施設の許可内容について必要性のないこと，
また実行することもできないようなことも記載さ
れているものがあるので，余計なことは記載しな
いようにすること。

d 立入検査の実施結果について，記録については
法令集や予防規程を読めば何を記載しなければな
らないか一目瞭然であるのに，項目不足が見受け
られる。

f 最近のトラブル等について，チャコールフィル
ターで浄化を行っている施設では，濃度計算をク
リアしていれば特にチャコールフィルターを設置
する必要はないが，限度を上回る場合は基準に適
合するようメンテナンスが必要である。

講義Ⅰ及びⅡについて，午後から予定される実習
の概略を兼ねてＸ線発生装置の構造や線量測定法，
低エネルギーβ線核種の識別測定（Feather analysis

method）に至った経緯などの話があった。

実習は，実習Ⅰ「Ｘ線測定及び安全取扱実習」と
実習Ⅱ「GM計数装置による 14Cと 35S模擬汚染源の
核種識別と汚染評価」に，それぞれ 20人ずつのグ
ル－プに分けて実施されたが，私は最初実習Ⅰのグ
ループに入ったので，そちらから先に紹介する。実
習は，名古屋大学で今年設置されたＸ線安全取扱用
の実習設備（４部屋）で，20人のグループからさら
に４人の班に分かれ，次の実習を行った。
a Ｘ線装置の構造と漏洩線量の測定
Ｘ線装置の構造上の各種パーツを取り除いた時

（不適切な使用時）の漏洩線量の測定。
s 空気電離箱式測定器を用いた直接線の測定
管電圧及び管電流を変化させ線量の測定。

d 半導体検出器（CdTe）検出器を用いたＸ線スペ
クトルの測定
管電圧の変化とＸ線放射口にNi箔を貼り測定や吸
収板の厚さの変化によりエネルギースペクトル測定
を行い，制動Ｘ線及び特性Ｘ線を理解する。
f イメージングプレート（IP）を用いたＸ線のプロ
ファイル（デモ実験）
Ｘ線束プロファイルを，イメージングプレートを
用いて視覚的に把握し散乱状況を捉える。
g ポケット線量計による漏洩線量の測定（デモ実験）
サーベイメータとポケット線量計（20 keVから測

定可能なもの）を同じ場所に置き，ポケット線量計
で漏洩線量が測定可能かを確認。
各班は翌日に行う実習結果発表会用のテーマが割
り当てられ 17時過ぎに一日目が終了した。
二日目の午前に他のグループが行った実習Ⅱ「GM

計数装置による 14Cと 35S模擬汚染源の核種識別と汚
染評価」をアイソトープ総合センターの５階実習室
で，低エネルギーβ線放出核種で最大エネルギーの
同程度（14C Emax:156 keV，35S Emax:167 keV）な核種
について，手軽に短時間で定性かつ定量的な汚染評
価が可能であるかを次の実験を行い検討した。
a 14Cと 35Sそれぞれの単一線源試料を４種類の異
なる薄膜吸収体を介して GM計数装置で計測し，
それぞれの場合の減弱率を求める。

s 14Cと 35Sの混合試料について同様に薄膜吸収体
ごとの減弱率を求め，混合比を算出する。

d 標準線源試料（約３ kBq）と未知試料（核種は 14C

あるいは 35Sどちらかで約１ kBq及び約 10 kBqの
試料）について同様の測定を行い，定性及び定量
を行う。
この実習は２人１組で事前に準備された試料につ
いて，GM計数装置を用いて測定のみを実施した。
この実習の後，名古屋大学で新たに開発された高
機能型グローブボックスを見学した。教育用に外部
モニタで観察できるよう小型のCCDカメラを４台装
備した局所排気型で非常に優れものであった。
午後は，各発表グループに分かれて各自持参した
ノートパソコンでデータ整理を行い，プレゼンテー
ション資料を作成した。
以下にその時に発表された資料の一部を示す。
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管理区域外使用についての意見交換が行われた。

講習会に参加して普段利用していないＸ線装置に
ついて理解を深められたが，もう一つの低エネルギ
ーβ核種の識別測定では，実用には無理があると思
った。なお，名古屋大学の皆様ほか担当していただ
いた方には準備など大変だったと思いますが，今後
ともこのような講習に参加して安全管理の向上に努
めていきたい。


